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第１回 旭市総合戦略推進委員会 会議内容 
 

日時：令和元年７月 31 日（水）10：00～12：10 

場所：旭市役所３階委員会室 

 

○ 出席者 

 《委員》 １５名出席  

飯田  正信 委員 出 石毛  直夫  委員 出 石毛 みさと  委員 出 

石見 千賀子 委員 出 伊藤  慎吾  委員 出 伊原  敬道  委員 出 

小川  光雄 委員 出 鎌田  元弘  委員 出 城之内 和義  委員 出 

詫間  堅司 委員 出 田邉 波津枝  委員 出 平野  晃久  委員 出 

古橋  志雄 委員 出 柳   明美  委員 出 芳野   守  委員 出 

 《旭市》 

  旭市長、秘書広報課長、企画政策課長等（事務局） 計８名 

 

○ 資料 

・ 次第 

・ 資料 １ 旭市総合戦略推進委員会設置要綱 

・ 資料 ２ 旭市総合戦略推進委員会委員名簿 

・ 資料 ３ まち・ひと・しごと創生基本方針２０１９骨子案 

・ 資料 ４ 第２期旭市総合戦略の策定について 

・ 資料 ５ 第２期旭市総合戦略の推進体制について 

・ 資料 ６ 第２期旭市総合戦略骨子（案） 

・ 資料 ７ 第２期旭市総合戦略策定スケジュール（案） 

 

○ 参考資料 

・ 旭市総合戦略本編 

・ 旭市総合戦略概要版 

・ 第２次旭市定住自立圏共生ビジョン 
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○ 会議内容 

 

１．開会 

 

２．委嘱書の交付 

市長より、各委員に委嘱書の交付 

 

３．市長あいさつ（要旨） 

 本日は、大変お忙しい中、第１回旭市総合戦略推進委員会にご出席をいただき、誠にありがとうござ

います。また、委員の皆様方には多くの用務を抱えておられます中、委員をお引き受けいただき、重ね

て厚くお礼を申し上げます。さて、旭市では、人口減少・少子高齢化に歯止めをかけ、持続可能なまち

をつくるため、平成２８年２月に、市のまちづくりの最上位計画として策定し、各施策に取り組んでき

ましたが、今年度は、計画期間の最終年に当たります。 

 この間、将来都市像である、「郷土愛からつなぐ未来 ず～っと大好きなまち旭」の実現に向け、人

口減少や雇用対策など、様々な施策を行ってきましたが、なかなか「改善」とまでは言えない状況であ

ります。人口減少問題は、すぐに数字に表れるものではなく、国においても、「継続を力にする」とい

う姿勢で第２期総合戦略策定に向けての基本方針が６月に閣議決定され、引き続き、地方創生に取り組

むこととなりました。 

 本市においても、長期的な視点に立ち、１０年後、２０年後の旭市を見据え、引き続き、推進してい

く必要があると考え、第２期総合戦略を策定してまいりたいと考えております。皆様の様々な分野での

経験や見識を活かしていただきまして、素晴らしい計画になることを期待しております。将来の旭市を

見据え、誰もが、住みやすい、住んで良かった、と思えるまちづくりをしてまいりたいと考えておりま

すので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

４．各委員自己紹介 

 

  委員長選出 

  委員長に鎌田元弘委員 副委員長に田邉波津枝委員が選出される 

 

５．説明  

（１）地方創生について 

資料３に基づき事務局が説明 

 

（２）第２期旭市総合戦略骨子（案）について 

 資料４、５、６に基づき事務局が説明 

 

（３）策定スケジュールについて 

 資料７に基づき事務局が説明 

 

６．意見交換、質疑応答 
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委員長:  「まち・ひと・しごと創生基本方針 2019 骨子案（概要）」などについて事務局からご説

明いただきましたが、お気づきのことやご不明な点がありましたらご発言ください。人口

ビジョン等のグラフや数字などが分かりにくい、意味が分からないということもあるかと

思います。特に重点的にご検討いただきたいのは、目標人口がぶれずに定められているか

です。ご確認をお願いいたします。委員の皆さまがお考えの間に私から質問ですが「総合

戦略」との組合せで「国土強靱化計画」と「行政改革アクションプラン」がありますが、

これらを一緒にすることでどんなメリットが出てくるのか、簡単にお話していただけます

か。 

 

事務局:  現行の旭市「総合戦略」につきまして、お手元に冊子をお配りしていますが基本施策 33

～35 の 3 つにつきましては、現在進行中の「行政改革アクションプラン」を盛り込んでい

ます。「総合戦略」の中に「戦略」という名前をあえて入れていますが、これは「行政改

革を進めていく」というニュアンスと受け取っていただければと思います。財源確保など

についても進んでやっていくことをお示しするために、策定当初から「行政改革アクショ

ンプラン」を盛り込んでいました。第 2期でも「攻める」姿勢を持ち続けていきたいと考

え「行政改革アクションプラン」を盛り込んでいます。また、「国土強靱化計画」は、国

の方から第 1期のモデル地域に旭市が選ばれています。東日本大震災で被災したことから

モデル地域として認定を受け、いち早く県内で「国土強靱化計画」を実施しています。こ

の目的は、災害が起きてからではなく、災害が起きる前の平時から人命や財産を守るとい

うことを最優先で考え備えていくという考え方です。この計画は、個別に行うのではなく、

まちづくりの中に組み入れ進めていきます。以前は全市町村に対して、総合計画を作るよ

うに法律で定められていましたが、法律が改正され任意で作るようになりました。「総合

戦略」については、旭市にとってはまちづくりの指針だと考え策定しています。その中に

「国土強靱化計画」を入れ、「国土強靱化計画」の中にも一文入っているのですが、「総合

戦略」は「攻め」、「国土強靱化地域計画」は「守り」、「攻め」と「守り」の 2本柱で旭市

を創っていくということです。その計画が別々となっていたのでは、市民にとっても分か

りづらいということ、また、どこの市町村でも計画が作られており、その計画に沿ってま

ちづくりを行っています。ひとつの目標をもって市役所と市民が一緒になってまちづくり

に取り組んでいく、という考えのもとに「総合戦略」と「国土強靱化計画」を一緒にして

います。「国土強靱化計画」は 5 年前に策定していますが、その際に「脆弱性評価」を行

いました。どこが弱かったのか、強かったのか、という評価をもとに当時の「国土強靱化

計画」を作っています。それから 5年を経過して「総合戦略」を策定する年になり、当時

強かったものが弱くなったり、弱かったものが強くなったりなどの逆パターンもあります。

そのため、今一度「脆弱性評価」を行って「総合戦略」と「国土強靱化計画」を一体化し

ようと考えています。 

 

委員長:  ありがとうございます。「攻め」と「守り」は分かりやすいと思います。委員の皆さま

ご意見いかがでしょうか。 

 



4 
 

委員:  気づいた点を 5つほどページ順に申しあげたいと思います。まず 5ページです。「出生・

死亡数（自然増減）の推移」がグラフになっています。これを見ますと平成 29 年が最新

データとなっていますが、平成 30 年のデータも既に公開されています。出生数について

言いますと、平成 30 年は 396 人で 400 人を切っています。このグラフを眺めていますと

深刻さが見えてきませんが、市内には中学校が 5つありますが、今年 3月に中学校を卒業

した世代は、このグラフで言うと平成 15 年(2003 年)に出生した 597 人にあたります。こ

の世代が今年の 3 月、平成 31 年 3 月に市内の中学校を卒業しています。先ほど申しあげ

ましたが、平成 30 年は 396 人の出生ですが、平成 30 年に生まれた子どもは、15 年後の 3

月に中学校を卒業しますが、15 年後の中学校の卒業生は、今年 3 月の卒業生より 200 名､

率にして 33%減ることになります。旭市の将来を担う次世代が 200 名も減るということで

すので、事態は大変深刻だと思います。そのため、旭市さんには、今回の「総合戦略」で

出生数の減少を抑制するためのひとつとして、子育て支援をとにかく強化していただきた

いと思います。 

続いて 8ページです。先ほど事務局の説明でもありましたが「年齢階級別の人口移動の

状況」ですが、出生数の減少と並んで深刻なのが就職難による若い世代の流出です。ここ

でいうと 20～24 歳が該当しますが、若い世代の流出では結婚もあるでしょうが最大の要

因は就職だと思います。高校を卒業後、あるいは東京に出て大学卒業後、旭市に戻って就

職しようかという時に就職口がないというのが出生数の減少と並んで若い世代の流出の

一番の要因だと思います。流出を食い止める、流出のペースを緩めるためにも、子育て支

援の強化と併せて雇用の場の確保にも力を入れていただきたいと思います。また、このグ

ラフで気になるのは、グラフの上の文章で『平成 30 年（2018 年）の 25～34 歳の世代を見

ると、一転して転入超過が見て取れます』とあります。確かに 25～29 歳がプラス 16 で、

30～34 歳がプラス 24 で転入超過となっていますが、このグラフの一番下に『資料：住民

基本台帳人口移動報告』とあります。これは外国人の住民も含んでいます。そのため 25

～34 歳の転入が増えているというのは、外国人の技能実習生、旭市内でも農業などに外国

人が入っているため、その影響ではないかと思いますが、これについては、次回までに分

析していただければと思います。 

続いて 15 ページ「将来人口の推計」ですが、将来人口の目標値を設定するため、旭市

では独自のシミュレーション6を採用しており、令和42年（2060年）の旭市の人口は48,185

人になると推定しています。22 ページにはこれを受けて将来人口の目標を 48,000 人とし

ています。ページの中の文章として『人口減少対策は、長期的な視点を持つことが重要で

あることから、令和 42 年（2060 年）に 48,000 人という本市の将来人口の目標値は修正せ

ず、総合戦略の計画期間ごとにシミュレーション 6と現状を分析することにより課題を抽

出し、計画期間ごとの短期的な目標値を設定していきます』とあります。また、第１期の

総合戦略本編にて合計特殊出生率では、基準値が 1.44 から 1.55、令和 12 年（2030 年）

には国民希望出生率の 1.80、令和 42 年（2060 年）までこの 1.80 という目標を維持する

こととして 48,000 人を掲げています。さらに 33 ページの下に『重要業績評価指標(ＫＰ

Ｉ)』と『ＫＰＩに関連する主な事業』を記載する項目があり、「年間紙おむつ購入券給付

件数」「子ども教室参加率」などがあげられていますが、令和 42 年に向かってこれらの事

業の件数を増加させたところで、合計特殊出生率が上がるのか、この辺をもう少しはっき
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りしていただきたいと思います。紙おむつ 1,028 件を増加させることがどれだけ合計特殊

出生率の向上に貢献するのかを具体的にしてＫＰＩを明確にしていただきたいと思いま

す。 

資料 6に戻りますが、27 ページに基本目標があり①から④まで設定されています。先ほ

どの事務局の説明の中で、基本目標については前回と同じで変更しないということでした

が、基本目標を読むと表現が抽象的でゴールイメージがはっきりしていません。民間企業

もそうだと思うのですが、こうした計画を立てるときには、計画の最終年度、今回の計画

でいうと 5 年先の令和 6 年度になります。この計画を推進するのは市役所の組織で職員 1

人 1人になってきますが、ゴールイメージがはっきりしていないと組織の一体感も生まれ

ませんし、職員のモチベーションもあがらないと思います。具体的な数値目標を掲げ、市

民にもはっきりとしたゴールイメージが分かるように、基本目標を工夫していただきたい

と思います。 

30 ページに基本施策がありますが、これは次回の説明ということですが、この項目を見

ると市役所の各課で行っているすべての施策が網羅されています。これでは今後 5年間で

何を重点的にやっていくのかがはっきり見えてこないと思います。ここは 5年間で重点的

に実施する施策について記述するようにしてほしいと思います。例えば今後もこれまでと

同じようにやっていく施策であるとか、同じ水準でやっていくような施策については思い

きって削り、とにかく「子育て支援」と「雇用の場の確保」のために、何を重点的に実施

していくのかをもっと十分に絞っていただきたいと思います。これは私の意見になるので

すが、まず大事なことは、地域経済の活性化、旭市は県内でもトップの農業生産額、全国

でも有数の農業生産額を誇っていますが、最優先で農業の活性化を図るべきだと思います。

旭市は農業委員会もありますが、農地の集約化、農業の法人の参入、農業と観光とのタイ

アップなどを図っていただきたいと思います。中心市街地を見ると空き商店がかなり目立

ちます。そのため商店街の活性化、あるいは会社起こし、起業創業支援、高校生や大学生

の就職支援、就職情報の発信などにも、もう少し力を入れていただければと思います。子

育て支援の強化、人口を増やすということでいえば、現在行っている移住定住促進のさら

なる拡充などにも力を入れていくべきかと思います。長くなりましたが以上です。 

 

委員長:  ありがとうございました。今のご意見について事務局からご説明はありますか。 

 

事務局:  お考えのすべて、旭市でも同様の問題認識を持っています。子育て支援の強化、これに

ついては、できることはこの 5年間ですべて行ってきました。周辺の自治体と照らし合わ

せても有数の子育て支援を行っていると考えています。これをやってきたことで出生率が

上がったかというと現状では効果は出ていません。したがって、まだ何か策があるはずだ

と考えています。それについてこの委員会でいろいろなアイデアや考え方を出していただ

けるとありがたいと思っています。雇用の確保につきまして、総合戦略の中でもうたって

いますが、生涯活躍のまち構想をもっています。それを含めながら、さらなる雇用の場の

創出を図っていける施策をこの計画の中で出していきたいと考えていますのでよろしく

お願いします。ゴールイメージですが、確かに現行では抽象的でゴールイメージが分から

ないということもあるのですが、施策の展開の中でＫＰＩ等は数字的な目標、数量的な目
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標を設定していきたいと考えています。また 30 ページの基本施策ですが、市役所が行っ

ている施策をすべて網羅しているだけではないかとのご指摘ですが、「総合戦略」の骨子

案で言いますと、私どもで「総合戦略」と考えているのは、基本目標に沿った重点プロジ

ェクト、28 ページの重点施策①～④と生涯活躍のまち、この 2つを「総合戦略」の柱と考

えています。30 ページ以降の基本施策は、この 5年間で市がやっていく施策を網羅した形

で整えたいと思っています。1 期目の「総合戦略」もこうした考え方で進めていましたの

で、ご理解いただければと思います。 

 

委員:  子育て支援の関係ですが、先ほどアンケートをしたということですが、対象は現在子育

てをしている方々に的を絞ったものだったのでしょうか。 

 

委員:  はい、現在子育てをしている方々に的を絞ってのアンケートを実施しました。子育て支

援の強化についてですが、子育て中のお母さんのご意見を伺うと旭市は周辺の自治体と比

べても手厚い支援だということでした。アンケートに書かれていたのは「3～4歳頃まで紙

おむつ券を出してほしい」「遊び場を造ってほしい」「雨が降った時のために屋根のある遊

び場所を造ってほしい」など希望のみでした。離乳食や検診でお話を聞いても、いずれは

夫の転勤で転出するからというお母さんもいらっしゃいます。こうしたことを踏まえて、

子育て支援強化については、委員の皆さまと考えていかなければならないのではないかと

思っています。また、出生にあたって、市内には有名な中央病院がありますが婦人科があ

りません。他の市町村は個人の婦人科があります。何かあったら中央病院に行くと安心で

すが、待ち時間がありすぎてしまうため、旭市にも産婦人科をつくってほしいというアン

ケートでの要望もありました。安心して子どもを産める環境が必要なのではないかと考え

ています。そのほか、行く場所がないから塾に通わせているがお金がかかるので少し補助

してほしい等の意見もアンケートにはありました。 

 

委員長: ありがとうございました。そのほかご意見はありますか。 

 

委員:  同じような意見なのですが、私の長男が旭市から転出しました。保育園、小学校、中学

校、高校まで自宅から通学していたのですが、高校卒業後、技術を学ぶために東金市の学

校に通い、その学校へも自宅から通っていました。そこを卒業し、就職する時に、いろい

ろな場所に職業体験に行きましたが、自宅から通える場所に就職先がなく、今年埼玉の方

に１人アパートを借りて就職しました。20～24 歳の転出という話を聞いて、まさしくうち

の息子のことだと思いました。20 歳、高校１年生、中学１年生、小学校 4年生の双子の母

ですが、子育てをしてきた経験から言うと、旭市は生まれてから保育園までの子に対して

はすごく充実した支援があると思います。双子の時には、紙おむつが 2人分提供されすご

くありがたかったと思っています。ただ、大きくなってからがすごくお金がかかります。

高校の授業料は無償化ですが、教科書代に加えて、交通機関がないために駅に通うバス代

が高く相当な負担を強いられます。また行きのバスがあったとしても、帰りのバスがちょ

うどよい時間帯にないため、定期の回数券を購入しても無駄になってしまいます。20 歳の

息子が帰省した時に旭市は不便だといっていました。帰省する時には、埼玉県から 2時間

半も電車でかかります。千葉までは電車がたくさん出ているので便利ですが、千葉から旭
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までは 1時間に 1本しか電車がないので、そこからすごく大変だと言っていました。自分

たちが高齢になった時には、運転免許を返上することも考えなければならないため不安に

なります。旭市は子育てに関しては保育園までは優遇されていますが、それ以後ももっと

支援があれば良いと思います。うちは左官業もやっていますが、もっといろいろな就職先

があったら若者の転出も防げるのではないかと思います。 

 

委員長:  ありがとうございました。子育ての話と若者の就業の話をご体験上一緒にお話いただき

大変貴重なご意見だったと思います。 

 

委員:  私も同じような意見になってしまうのですが、私の施設には若い職員がたくさんいます。

働いて、子育てをしようという意気込みはいいのですが、どうしても５時までに仕事を終

えなければならないため、正職員になりたくともパートになっています。また、夜勤の仕

事ができなくなって、結局、パートや日勤になってしまいます。そのため、子どもも 1人

ではなく、2 人、3 人欲しくとも、帰る時間や預ける時間が決まっているためあきらめざ

るを得ないのが現実です。私は子育てから離れてしまっていますが、理想的には早い時間

から、夜 7時や 8時頃まで預かってもらえる、もっと欲を言えば都市部にはあると思いま

すが 24 時間預かってもらえるところがあるといいと思います。安心して働くためには、

預かる場所が充実していることも大切ではないかと思います。また、人口の減少ですが、

旭市に転入してきて、第 2の人生、第 3の人生を旭市で送りたいという方や、先程の委員

がおっしゃったように車が乗れなくなった時に、生活をどうするのか考えてしまいます。

私は自転車で生活していますが、これもいつまでできるか分かりません。都市や観光地に

はワンコインでどこにでも行けるようなバスがちょこちょこ走っています。旭市は交通機

関がまったくないので買い物や病院に行く場合にも、車がなければ生活ができません。そ

のため、大型バスでなくてもいいのですが、高齢者の人たちが簡単に乗れるような小さな

バスの運行や、買い物に行けない高齢者に車を提供できるようなことが実現されれば良い

と思っています 

 

委員長:  先ほどのお話の中で旭中央病院の話が出てきましたので、ご意見を伺います。 

 

委員:  現在、旭市にはクリニックが 12～13 軒しかなく、医療過疎地帯となっています。産婦

人科もありません。当院としては緊急時にいつでも対応できるように 24 時間体制でオペ

室を開けて患者さんに対応しています。しかし、医師の不足はなかなか解消できるもので

はありません。耳鼻科さんが旭市内にできると聞いていますが、行政側で口を出すことが

できないため、どのような環境になるのかは、開業する医院の判断に仰ぐしかありません。

また、当院が新しくクリニックを開業したくとも、独立行政法人になっているためなかな

か難しく、診察も定年になったお医者さんにも手伝っていただいている状況のため、開業

までには至りません。また、市内のクリニックも高齢化が進み、さらなる弱体化が考えら

れますが、できるだけ救急を強化して対応したいと考えています。 

待ち時間の件ですが、予約の患者さんの待ち時間は 40 分程度になっています｡ただ､眼

科については 60 分程度と長めになっています。短時間を目指して、患者満足度調査等、
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患者さんからアンケートを取って対策を講じているところです。旭中央病院では、救急対

応することが地域包括ケアの役割等になりますが、市民病院ということで風邪から熱を出

したという患者さんも全部みています。そのため外来があふれて、全科で 1日 2,300 人か

ら 2,400 人の患者さんとなっていますが、現状をご理解いただければと思います。 

 

委員長:  ありがとうございました。最初にお話をいただいた委員から基盤の産業として農業をも

う一度位置づけたらどうか、農業と観光とのタイアップなどのご指摘がありましたが、ご

意見はいかかでしょうか。その後、若い世代として農業と産業の関連、観光との関連など

のご意見をお伺いしたいと思います。 

 

委員  旭市はすごく住み心地の良い場所だと思っています。不便を感じたことはありません。

自分の長男も家にいて、娘も近くに嫁いでいるのですが、子どもたちに対してはすぐに農

業を継ぐのではなく、他人の飯を食ってこい、勉強してこいと言っているのですが、ぜん

ぜん外に出ようとしません。就職先がなく出ていく人もいるのでしょうが、大人になって

生活し家族を持ってみると旭市はそんなに悪い所ではないと思いますが、メディアなどの

影響で都会が良い、田舎は駄目という意識をもっているのかなと思ったりしています。都

会に出た人は住んでみると都会が都になってしまうのでしょうが、田舎にいて外を見てみ

ると旭市は本当に良い所だと思っています。時代や価値観の違いなのか良く分からないの

ですが、転出する人の問題はそのあたりにあるのではないでしょうか。また、農業で常に

思っていることは、震災があった時に、建物は損壊してもビニールハウスは壊れなかった

し、野菜もあるし、地下水も井戸水もある。電気は止まりましたが、旭市が被災地になっ

てしまうと話は別ですが、都市部の人間を受け入れられる災害に強い住環境が旭市にはあ

ると思います。部屋がいっぱいあって、ビニールハウスがあって、震災でも壊れない設備

を持っています。野菜やお米があるので被災者を受け入れられるという大きな強みもあり

ます。こうしたことを踏まえて、自然災害の時に強い自治体をアピールすることで、旭市

の良さを理解して住んでもらうこともできるのではないかと思います。PR を含めてこうし

た取り組みができたら良いと思っています。自分でそれをやるのは大変ですが、やってみ

たいと思っています。 

 

委員長: ありがとうございました。 

 

委員:  先ほどお話にもありましたが 13 ページの産業別年齢構成の状況ですが、農業・林業は

70 歳以上が 20.3%を占めていますが、10 年後には 30%、それを超えて 35～40%近くになる

こともあると思います。農業は全体の中で突出して高齢化していると思います。私は 42

歳ですが、周りの中で若手になっています。後継者不足はさらに深刻化していくと思って

います。 

うちの子どもは今高校 3 年生ですが、東京の大学に行きたいと言っています。その後、

家を継ぐかどうかは分からないが旭市に帰ってきて仕事をしたいと言ってくれています。

農業だけではないのですが、商店や建設業をはじめとした自営業は後継者がいないという

パターンが結構あると思うのですが、せっかく培ってきたノウハウや技術がそこでなくな
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ってしまうのは非常に惜しいことだと思います。血縁に引き継いでもらうのがてっとり早

く一番安心できるのですが、外からこういう仕事をやりたいといって旭市に来てくれる若

い人がいればよいとは思います。そういう人たちの手助けや定住できるような施策を考え

ていただければと思っています。  

 

委員長:  ありがとうございました。 

 

委員:  僕も生まれてから旧干潟町から出たことが一度もありません。それくらい住みやすい地

域だと思っています。仲間もいて、職にも困らない「ＪＡちばみどり」は全国でも間違い

なく生産性の高い地域です。人数的には「ＪＡちばみらい」という千葉市を中心とした地

域に青年部の人数が抜かれてしまいました。来年度には「ＪＡさわら」と「ＪＡかとり」

が合併して動き出しますが、農業従事者はさらに減ってきていると思います。一番の理由

として感じられるのは、農業は儲からないということです。「こんな仕事だれがやるんだ」

と自分の親父が率直な意見を言っています。自分も小学校 6年生になる子どもがいるので

すが、農業はやりたくないと常日頃言っています。少しでもこれからの旭市を担っていく

子どもたちに農業に興味を持ってもらうために、食育活動を充実させていくしかないのか

と思っています。なるべく、田んぼ、畑などに触れてもらって農業という職業を一つの選

択肢として考えてもらえるような活動を今後どんどんやっていきたいと考えています。 

他県の話ですが長野県の上田市では真田幸村の出身地ですが、あそこの農協の青年部は

市と協力して食育活動としてサッカーグラウンドを一面使って地域の子どもたちを対象

に、地元の Jリーガーを呼んでサッカー教室をやりながら農業の職業体験なども行ってい

ます。地元のチームにいるサッカー選手なども農業を第 2の仕事と考えて定着していると

いう実績もあります。こうした事例も参考に、市と農協青年部が協力してイベントなども

これからどんどんやっていけたら子どもたちが少しでも農業に魅力を感じてくれるので

はないかと思っています。 

 

委員長:  ありがとうございました。 

 

委員:  商工会青年部の現状、これからの取り組みについてお話したいと思います。旭市の商工

会青年部は 64 名現在在籍しており、年齢は 10 代から私が 45 歳で最年長です。小売業、事

業者、中小企業などの後継者として活動しています。この委員会では 2020 年度から 2024

年度の総合戦略について話をしていますが、商工会でも 2025 年度問題が課題になっていま

す。昔からお店などを継いできた人間が 2025 年には 70～80 歳を迎えますが後継者がいな

い、店が古い、後継者はいるが製造する機械が古く受け渡しができない。また、後継者は

いる、店も機械も新しくした、しかし、資金面に乏しくきちんとした引き渡しができない

などの理由で 2025 年をメドに全国で約７万事業所が廃業すると言われています。日本のＧ

ＤＰは、マイナス 22 兆円という試算が出て全国で問題になっています。旭市の商工会青年

部でも、商店街のシャッターが閉まり、地域に活力がないなどの現実もあります。我々は

中小企業で小さな小売業界です。大部分が毎日毎日シャッターを開けてはいますが、お客

さまがどのくらい来店してくれるのかを気にしながら商売をしています。先行きが不透明
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で、1 年後も２年後も分からない中やっている状況ですが、補助金はほとんどありません。

そのため、後継者が安心して継続できるプランなどを設定していただければありがたいと

考えています。 

また、青年部が携わる「ミス旭コンテスト」を 7 月 13 日に開催し今年で第 52 回を数え

ました。行政や自治体のコンテストの中では兵庫県西宮市に次いで全国で 2 番目に古いコ

ンテストです。旭市の位置や名所について全国ではほとんど知られず、銚子市の隣にある

と言うとだいたい分かるなど認知度は低いのですが、コンテストを通じて旭市を県内や県

外にアピールできるように続けていますが、これからの若い世代が住みやすく、働きやす

い環境も整えていかなければならないと考えています。 

 

委員:  今までのお話を聞いていますとすべての問題が絡み合っており、ひとつ解決すれば良い

というものではないと感じています。現在、ハローワークは求人が継続して増えており、

求職者が減少している状況です。全国的に求人倍率が非常に高い状況ですが、ここ最近は

右肩上がりではなくなっています。管内でも同じような状況になっています。先ほどの資

料の中に人口の高齢化率がありましたが、ハローワークでも登録している年齢では、高齢

者の数が増えています。65 歳以上の方の割合も、かなり増えてきています。旭市、銚子市、

匝瑳市を含めた3市を管轄していますが3市合計の65歳以上の求職者は全体の12%でした。

千葉県全体ではもっと多くなっています。ただし、人口の中に 65 歳以上の方がどのくらい

いるかについては、千葉県の合計よりも 3 市合計の割合が高くなっています。65 歳以上が

4割いるにもかかわらず、ハローワークに仕事を探しに来ている割合が少ないと感じていま

す。先ほどのお話でも人手不足のことが出てきましたが、会社の方は人を集めようとご苦

労されているようですが、一番良いのは若い方が新規でそのままこの地域に就職してくれ

ることだと思います。ここで結婚して子どもを育てることが理想だと思いますが、少子高

齢化のため、企業では若い方を採用したいがそうもいかない。でも人はほしい。そのため

私どもでは、高齢者をもっと活用していただけないかということを考えています。求人票

を見ると年齢不問がほとんどですが、いざ 65 歳の方が応募しても年齢を言った途端に断ら

れてしまう例もあります。そのため、高齢の方も進んで応募しようという気にはならない

ので、求人票に 65 歳以上も面接をするということをはっきり書く取り組みも少しずつ行っ

ています。また、一概には言えませんが高齢の方は、自分のできる範囲で家の近くでやれ

る仕事があったら働きたいという方が多いと思います。そういう方は遠いハローワークま

で行って仕事を探すかというとそうではない。ハローワークが遠いため仕事を探しに行く

のは、やめようという消極的な姿勢だと思います。旭市には地域職業相談室がありますの

で、旭市民の方はぜひともそこを利用していただければと思います。その場所がどこにあ

るかということが大事になってきます。不便な場所にあるとなかなか人は来ません。その

ため仕事探しをするために場所は非常に重要なポイントだと思っています。 

 

委員長: ありがとうございました。 

 

委員:  メディアの伝え方、載せ方の関係ですが、メディアが取り上げることはどちらかという

と負のイメージです。問題・課題がどうしても中心になります。このあたりですと銚子市
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が財政危機で苦労していますが、銚子電鉄の経営が厳しいだとか、成田空港では 3 番目の

滑走路を造るということで、騒音問題と街の振興について住民たちが意見を交わしたり、

要望したり、活発な動きでいろいろ注目されています。また、旭市は先ほど皆さんがお話

されたように、自然災害の震災には見舞われましたが、住みやすく、豊かな土地だと思い

ます。人口減少に対して市民がどれだけ危機感を持っているのか。危機感を感じてからだ

とちょっと遅いかもしれませんが「総合戦略」は誰のためのものなのか、行政だけがやる

のか、市民も参加して一体感をもってやらなければならないのか。市民全体で取り組んで

いくという意識をつくっていくことが大事ではないかと思います。「総合戦略」の中身を読

んだことがない市民もいっぱいいると思うのですが、市民全体で取り組める課題を打ち出

していくことで建設的な意見が出て、行政と市民が一緒にやっていこうという機運が出来

上がるのではないかと思います。そのあたりを委員の皆さんの意見で作りあげることがで

きたらと思います。 

 

委員長: ありがとうございます。 

 

委員:  先ほど企業誘致のお話がありましたが、総武本線のエリアの中で私も旭市に来て 1年半

になりますが、こんなにいろいろな企業があり、産業があるということを感じています。

例えば銚子支店、小見川支店、成田支店などいろいろな支店の話を聞くと、旭市がこのエ

リアの中で 1番経済的には活発で商売になると言っています。一方で別の委員からお話が

あったように、お子さんが他県で就職されたりなど、ここを出ていかざるを得ないケース

があります。私がお客さまをお伺いして肌で感じるのは、なかなか人を採用することがで

きないということです。その企業はすごく良い企業なのですが、こういうところで働けれ

ばずっと旭市に住んで生活していけるのではないかと思いますが、人がなかなか集まらな

いというのが現状にあると思います。企業だけでは、アピールできないこともあると思い

ますので行政の方でも企業をアピールできるような形を作ることができればよいのでは

ないかと思っています。また、鎌数に工業団地がありますが、さらに規模を拡大したいと

いう企業もありますが、これ以上増やす場所がないということで困っていますが、現実的

には、近隣の市町村に場所を提供していただくということもなかなか難しいようです。こ

うした現実を踏まえて、行政が企業のニーズにあった支援を行うことで、雇用の拡大につ

ながっていけば人口減少に歯止めがかけられるのではないかとも思っています。 

 

委員長: ありがとうございました。 

 

委員:  皆さんのようにご経験やお立場に基づく話ができなく申し訳ないのですが、先ほど事務

局から「総合戦略」の骨子をご説明していただきました。人口の自然減が進んでいる中、

環境は厳しくなっていくのですが将来目標に沿って進めていくという力強い決断を聞き

ました。しかし、本当に大丈夫かな、それでも頑張ってほしいというのが率直な感想です。 

本年度生まれた子どもたちが40歳くらいになって将来の旭市を担っていくと思いますが、

2060 年には人数的には厳しいと思います。しかし、2060 年には、48,000 人規模の人口を

維持していくという旭市の目標がありますが、施策がこの目標に近づいているのか分かり
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にくいという点もあると思います。今回骨子なのでこれから本編の方を作成していくにあ

たってどこまで具体的に詰めていくか私には分からないのですが、「総合戦略」を見た時

に、当然行政の施策を推進していく立場であり、市民でもあるわけですが、48,000 人を目

指すことが実感できるような計画にしてほしいと思っています。 

全体的な感想ですが、私は生まれも育ちも現在も旭市に住んでいるのですが、先ほども

あったようにアンケートを取るとどうしても要望ばかりになってしまいます。その要望が

すべて叶えられるのであれば良いと思いますが、施策を実現させるためには当然コストが

かかります。その要望により、転入する方、残る方に分かれることもあると思います。20

ページには、公共施設の維持管理・更新等が 40 年間で 1,039 億円（年平均 25 億円）の整

備費が必要になると書かれています。現状より 2.5 倍のコストがかかります。19 ページに

は財政について書かれていますが、いくらコストをかけても行政がつぶれてしまっては元

も子もありません。私はこれから死ぬまでずっと旭市に住んでいきたいと思いますが、安

心して任せられる市の施策をもう少し具体的に示してほしいと思っています。これを見た

時に魅力あることを言っているだけではなく、きちんと 2060 年に 48,000 人を維持してい

くということが見て分かるような施策になっていてほしいと思います。 

 

委員長:  ありがとうございました。いろいろご意見を頂戴しました。本日一番に詰めていかなけ

ればならないのは骨子です。「総合戦略」を行政に任せっぱなしではだめ。行政の財政が

縮んでいく中でどうしていくのか。市民でやれるところは何かなどご意見をいただきまし

た。市民は紙おむつをはじめ要求するところが大きいですね。また、30、31 ページの基本

施策は「総合戦略」の核になる部分ですが、これは行政全体で進めていかなければならな

いものです。重点となる戦略は、行政の中だけで収束していくのではなく、今日お集まり

いただいている産官学勤労言も含めて進めていくことが大事ではないかと思います。28

ページには①～④までのプロジェクトがありますが、プロジェクトには、それぞれが担わ

なければならない役割を入れ、そのうえで一緒に議論をして組み立てていくことが大事で

す。そうした段階を踏まえて、紙おむつをいくつ配ったかというＫＰＩではなく、安心し

て子どもを育てられる指標は何か。これはアウトプットからアウトカム指標と言いますが、

そこに至るまでを市民の皆さまとともに、今日のアイデアを大事にしていくことでいろい

ろ組み立てられると思います。そうすることで 28 ページ①～④までのそれぞれがつなが

っていきます。30～31 ページの基本施策のように、行政が考えると行政の担当部署ごとに

方向性を決めていくことになります。「総合戦略」は、市民と行政を串刺しにそれを全面

的に出していく。「総合戦略」と「重点施策」を並べることによって、市民と協働して「攻

め」ていく。その部分を強く出していけたら良いと思います。本日いろいろなご意見を伺

っただけでも相当なヒントになります。事務局には①～④までについて、部署ごとの話で

はなく、全体をまとめて組み立てていただきたいと思います。これは委員の皆さまのご意

見を聞いたうえでの提案ですが、委員の皆さまいかかでしょうか。よろしいでしょうか。

次回は今日の骨子案から骨子の確認をしていただきます。事務局は大変でしょうが柔軟性

をもってまとめてほしいと思います。市民が幸せを感じられる旭市に一生涯住み続けてい

くと宣言してくださった委員もおりました。その気持ちも踏まえて行政だけではなく、市

民も参加できる施策をしっかりまとめていただければと思います。ほかに委員のみなさま
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のご意見ございますか。ないようですので事務局にお返しします。 

 

７．その他 

 

事務局:  皆さま、長時間ありがとうございました。最後に「その他」として何点か申しあげます。

本日お示した骨子案について、お気づきの点がありましたら 8月 7日頃までにご連絡を頂

戴できればと思います。また、お手元に「総合戦略」の冊子と「第 2次旭市定住自立圏共

生ビジョン」を配付させていただいています。これは合併後の旭市をひとつの圏域とみな

して定住促進等をはかる計画です。この2つの計画の30年度の実績評価を行っています。

その実績についても推進委言会の皆さまにご意見をお伺いできればと考えています。策定

のスケジュールとは別に評価の委員会を 10 月には開催させていただきたいと思います。

お忙しいとは思いますがよろしくお願いいたします。 

 

８．閉会 

 

事務局:  次回の開催は 9月中旬から下旬を予定しています。日にちが決まりましたらお知らせい

たします。 

また、冒頭で新しい事業、農業と観光との連携などいろいろなお話をいただきました。

これから「総合戦略」を作るにあたって掲載する事業、推進委員会を設けてこういった方々

からこういった意見があったということをヒアリングの場で間違いなく担当課に必ず伝

えたいと思います。以上で本日の会議を終了いたします。長時間にわたりありがとうござ

いました。 

 

 


